
gnuplot用スクリプトの使い方 

 

１．はじめに 

 本書に掲載したグラフのいくつかについては、グラフ作成用のアプリケーションである

gnuplot(version 5.2)を用いて作成している。gnuplot にはグラフ作成に関する非常に強力

な命令が多数準備されており、それらを使いこなすことで実験データのクイックビューか

ら論文に掲載するような美しい仕上がりのグラフまで作成することができる。グラフを作

成する際に用いる複数の命令やパラメータをテキストファイルとしてまとめたものをスク

リプトという。gnuplotからそのスクリプトを呼び出すことで、複雑なグラフをいつでも作

成することができる。本書のグラフを作成した際のスクリプトファイルを使用する際に必

要な手順を以下に解説する。なお、以下はWindows版に対する解説なので、他の OSにつ

いては適宜読み替えてほしい。また、この解説はコマンドラインを使用したことが無い読者

を対象としているが、Linuxなどでコマンドラインになじみのある読者についても、gnuplot

特有の書式がいくつかあるため、一度目を通しておくことをお勧めする。 

 

２．gnuplotの準備 

gnuplotはフリーウエアの一つであり、各自が使用しているコンピュータに自由にインス

トールして使用することができる。Windows, Max, Linuxなど主要なOSに対応しており、

汎 用 性 が 極 め て 高 い 。 gnuplot の ア プ リ ケ ー シ ョ ン は gnuplot homepage 

(http://www.gnuplot.info/)よりダウンロードできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、2018 年 12 月の時点では上記のようなホームページが表示されるが、最新の安



定版である Version 5.2 (current)の Release 5.2.5をクリックすると、ダウンロードのペー

ジ（https://sourceforge.net/projects/gnuplot/files/gnuplot/5.2.5/）に移動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードできるファイルがいくつか表示されるが、64bit の windows10 を使用してい

る場合であれば、gpg525-win64-mingw.exeを選択する。ダウンロード完了後にそれをダブ

ルクリックすると、インストールが開始される。表示に従って（特にデフォルトから変更を

せずに）インストールを完了する。（画面左下の旗のマークを左クリックで表示される）ス

タートメニューに gnuplot50 が作られているので、gnuplot 5.0 patchlevel 7 – console 

versionを選択して起動すると、コマンドウインドウが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



gnuplotでは、このコマンドウインドウに gnuplotのコマンドを打ち込むことでグラフを作

成する。ここで、gnuplot が正しく動作するかどうか確認するために、コマンドラインの

gnuplot>に続けて以下のように、 

gnuplot> plot sin(x) [Enter] 

と打ち込んでみよう。ここで、[Enter]はエンターキーを押すことを意味する。正しく動作

すると、以下のようなグラフが表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

gnuplotを終了するときには,コマンドラインの gnuplot>に続けて以下のように、 

gnuplot> exit [Enter] 

と打ち込む。 

 

３．本書のスクリプトファイルの実行方法 

 コロナ社のホームページからダウンロードしたファイル(ITDM01.zip)を各自のドキュメ

ント（Documents）にコピーして展開すると、ITDMという名前のフォルダが作られる。そ

の中には、以下に示すように Chapter01から Chapter10という名前のフォルダとさらにそ

れらの中に各章のスクリプトと数値データが収納されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

親フォルダ 子フォルダ 　　孫フォルダ

ドキュメント Chapter01 Ar_PV_200K.dat

Ar_PV_300K.dat

fig1_5.pmg

fig1_5.gp

fig1_6.png

fig1_6.gp

Chapter02

Chapter03

Chapter10



ここで、必須ではないがファイルの拡張子を表示するように設定を変えておこう。ITDMフ

ォルダをダブルクリックして開いたウインドウの上の部分に［表示］のタブがあるので、そ

こをクリックすると以下のようなメニューが表示される。このファイル名拡張子にチェッ

クが入っていないときにはチェックを入れる。 

 

 

 

 

 次に、gnuplotを起動しよう。まず作業ディレクトリの場所を確認しよう。コマンドライ

ンに、 

gnuplot> pwd [Enter] 

と打ち込むと、現在の作業ディレクトリ（作業フォルダ）が表示される。Gnuplotの初期設

定では起動時にはドキュメント（Documents）になるはずである。例えば、私の場合であれ

ば、 

C:¥Users¥masaki¥Documents 

となる。この状態でコマンドラインに命令を打ち込むと、ドキュメント内のファイルに対す

る操作やドキュメントフォルダへの出力が行われる。ここで、作業ディレクトリを先ほどの

ITDM へ移動しよう。ディレクトリ間の移動（フォルダー間の移動）のコマンドは cd

（Change Directoryの略）を使用する。cdに続いて、“移動先のフォルダー名”を入力し、

Enterキーを押すと、そのフォルダー内が作業ディレクトとなる。 

gnuplot> cd “ITDM” [Enter] 

確認のため、もう一度 pwdと打ち込むと、 

gnuplot> pwd [Enter] 

C:¥Users¥masaki¥Documents¥ITDM 

と表示されるはずである。ここで、作業ディレクトリ（作業フォルダ）内のファイルやフォ

ルダーの一覧を表示させてみよう。コマンドラインに、 

gnuplot> !dir [Enter] 

と入力すると、以下のように表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ドキュメント内の ITDMフォルダと比較すれば、その内容が表示されていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一章のグラフを作成してみよう。次のコマンドで作業ディレクトリを chapter01 に移

動する。 

gnuplot> cd “chapter01” [Enter] 

そのフォルダー内には以下のようなファイルが入れられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、ファイルの末尾に.gpとあるのが gnuplotのスクリプトファイルである。これを呼

び出すにはコマンドの loadを使用する。例えば、本書の fig 1.5を作成するには、対応する

スクリプトファイルである fig1_5.gpを以下のようにして呼び出す。 

gnuplot> load “fig1_5.gp” [Enter] 

すると、新たなウインドウが開かれて以下のグラフが表示される。また、このスクリプトの

場合は、同時に同じグラフの画像ファイル（fig1_5.png）が出力される。なお、スクリプト

はテキスト形式で書かれているので、Windows 上で収納されているフォルダーを開き、ワ

ードパットなどのテキストエディタを使用して内容の閲覧や修正を行うことができる。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 別の章に移動する際には、少し注意が必要である。コマンドラインでは、子ディレクトリ

である Chapter01 から同じ子ディレクトリの Chapter02 へ直接移動することはできない

（*1）ので、一度親ディレクトリである ITDMに移動し、そのあとで Chapter02に入る必

要がある。具体的には、Chapter01から一段上の ITDMに移動する際には、以下のコマン

ドを使用し、 

gnuplot> cd “..” [Enter] 

そのあとに 

gnuplot> cd “chapter02” [Enter] 

 

 作業ディレクトリの場所がわからなくなった場合は、以下のコマンドを組み合わせて、目

的の場所まで移動する。 

gnuplot> pwd [Enter] 

gnuplot> !dir [Enter] 

 

(*1) 直接移動する際には、cdコマンドにフルパスを使用するか、 

gnuplot> cd “c:/Users/masaki/Documents/ITDM/chapter02” [Enter] 

親ディレクトリまで含めた行き先を使用する。 

gnuplot> cd “../chapter02” [Enter] 

なお、pwdなどで表示されるディレクトリ名の区切りには”¥”が使用されているが、cdのダ

ブルクォーテーションの中は”/”を使用するので注意が必要である。 


